
SMART Conference Ph9.0 2025/3/21 ver.

2025年3月12日15時頃リリース

■主な追加機能・改修ポイント

・演題登録の項目に、「国リスト」を選択肢として設ける （国の表示順をアルファベット順に変更）

・査読結果とともに主催者による演者へのコメントを入力可能に。（演題提出者画面に表示）

・査読委員依頼の際に、CSVによる一括投入可能に。

・座長・スピーカー・査読委員 候補者に対し、システム上での諾否回答が不要に。

・査読委員の査読演題一覧画面に、発表区分を表示

・査読後、要修正の場合、修正前と修正後の抄録を確認可能に。（演題登録者本人・査読委員・主催者）

・演題登録中も、一部査読が可能に。（新たなステータス「査読中」を追加）

・CSVフォーマット変更したファイルまとめ



国リスト

演題（筆頭著者）の所属国を登録できるようになりました

・指定演題項目設定、公募演題項目設定 にて、
筆頭著者の一番下に国（County）のプルダウンメニューが追加されました
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座長依頼、スピーカー依頼、査読委員依頼

「承諾をする」という手順が不要な場合（システム外で承諾を得ている場合等）に、対応できるようになりました。

・デフォルト状態はOFF「諾否回答を求める」

・候補者登録フォーマット

入力あり⇒「諾否回答を省略する」
未入力の場合⇒「諾否回答を求める」

3
依頼メールでの文言を適宜修正して、送付をお願いします。（次ページに詳細）



「諾否回答を求める」場合（従来通り） 「諾否回答を省略する」場合

依頼メールを送信するステップは、省略せずにすすめてください。    （座長候補、スピーカー候補、査読委員候補）
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メールアドレスを認証するため、URLを踏むこのステップは必要です。
ご本人いURLを踏むことを省略されたい場合は、主催者が受け取れる仮のメールアドレスを登録して、主催者
サイドでURLを踏み、アカウント設定にて、ご本人のメールアドレスに変更してください。（パスワードも保
管してください） ※メールアドレスを間違えないようにご注意ください。

URLを踏む（メールアドレス認証）が完了すると、座長、査読委員の割り当てが可能となります。



「諾否回答を求める」場合（従来通り） 「諾否回答を省略する」場合

依頼を受ける側の画面    （座長候補、スピーカー候補、査読委員候補）
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セッションごとに、受託か拒否かを選択できるようになりました。

スピーカー依頼

ご本人には、受託したセッション用の登録項目のみ表示されます

主催者画面では、ステータスが「承諾済」になります。
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依頼内容は受託で、依頼セッションはすべて拒否の場合は、次に進めません



▼受託／拒否 回答前

▼回答後

・承諾した依頼セッションは、削除できなくな
ります

・回答前は、削除が可能です

・演題登録された状態です
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トグルボタンを拒否にすると、依頼セッションのブロックが消えて、個別では選択できなくなります。

主催者画面では、
ステータスが「拒否」になります
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依頼メール（座長・スピーカー・査読委員）

メールの文例へのリンクを設けました。

・メールの例文（日本語・英語）表示があるヘルプページへのリンクを設けました。（座長・スピーカー・査読委員）

・変数設定をスキップする場合の、補足説明内容
を改善しました。
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査読委員依頼

査読委員を3名⇒無制限に増加しました。査読委員一括割り当てが何回も可能になりました。

・演題一覧は 全演題が、ダウンロードされます。
・アップロードするときは、上書きされます。すでに採択結果を出している演題について、ご注意ください。
・査読委員が割り当てされた時点で「査読中」となります。
・採択、不採択、要修正 になっている演題に、CSVで査読委員を割当てると、査読中に戻りますのでご注意ください。

「査読委員割り当て用演題一覧.csv」

・詳細説明があるヘルプページへのリンクを設けました。
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査読委員割り当ての一覧表に項目を３つ加えました。

・査読管理画面で1件ずつ割り当てる時も、3名⇒無制限になりました。

・査読者を追加する場合の一覧表に
次のの項目を追加

-所属先
-備考欄（諾否のときに本人が入力した
内容）の先頭テキスト
-メモ欄（ユーザーには非表示）の先頭
テキスト

・査読委員を割り当てた時点で、
ステータスは「査読中」となり、
演題登録者は修正不可となります。
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査読委員

査読委員の画面に、査読期間と発表区分が表示できるようになりました。

▼ユーザー（査読委員）画面 に査読期間を表示

・一覧表示に、発表区分を表示
（主催者にて、表示・非表示選択可能／項目名変更可能）
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査読管理

各査読委員のコメントが一覧で閲覧できます。

▼主催者画面 査読管理 詳細
査読委員のコメントの列を追加

※査読委員のコメントは、現時点では、
CSVダウンロードできないです。

▼査読委員画面（従来通り）

査読委員が入力したコメントは、
主催者画面で表示されますが、
演題登録者本人には表示されません。
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主催者によるコメント欄追加

【改修目的】査読結果とともに、演者へのコメントを入力できるようになりました。（個別入力）

・採択／不採択画面に、演者へのコメント欄を追加しました

「演者へのコメント」は演題登録者と、査読者が閲覧可能です
・投稿Bを使用する場合、共通フィールドになります。（投稿Aの時
に入力したコメントが、投稿Bの際にも表示されますので、必要に応
じて編集をしてください。
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査読委員割り当て

査読結果とともに、演者へのコメントを入力できるようになりました。（一括入力）

採択・不採択以外ダウンロードされます

「未採択演題.csv」で、査読委員の評価を一覧で閲覧でき、
採択結果と、演者へのコメントを入力できます

※査読委員のコメントは、現時点では、
CSVダウンロードできないです。
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コメントを一覧画面で確認可能

演者へのコメントが一覧で閲覧できます。

▼主催者画面 査読管理 （一覧）
採択結果の右に、演者へのコメントの列が追加されました

主催者画面で入力した「演者へのコメント」は、
演題登録者本人に表示されます。
（査読委員にも表示されます）
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主催者によるコメント欄追加

査読結果を送信するとき、演者へのコメントを出せるようになりました

・査読結果を送信する場合、変数%COMMENT%でメール本文に挿入可能です。（改行も反映されます）
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査読後、要修正の場合の演題登録者画面

演題登録者が、前回（修正前）の抄録を比較して閲覧できるようになりました

演題登録者の画面に、採択結果と主催者コメント「演者へのコメント」を表示

・演題登録期間外でもコメントは、修正できます

▼ユーザー（演題登録者）画面

・演題登録者の画面では「演者へのコメント」が表示されます。
（英語学会は「Feedback」）

▼ユーザー（演題登録者）詳細画面

▼ユーザー（演題登録者）画面

・要修正となった、後に抄録本文を登録すると、
前のファイルは「前回の抄録本文」として表示され
ます。
（英語学会は「Previously Submitted Abstract」）
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抄録テキスト形式のとき、
演題名を修正すると、前回の演題名も修正後の演題
名に変更されます



査読委員 要修正がもどってきたとき

査読委員が、要修正の演題を再度査読する時、前回の抄録本文を閲覧できるようになりました。

▼ユーザー（査読委員）画面

・査読委員自身がつけたコメントと査読評価が閲覧可能
（再査読依頼をしたら一旦リセットする仕様になってい
たが、今回の改修でコメントと査読評価は、保持する）
（演題登録者には非表示）

・主催者が登録した「演者へのコメント
（FeedBack）」
が表示されます（演題登録者にも表示）

・ひとつ前の抄録本文を閲覧可能
（2回修正した場合は直前の抄録本文）
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■従来

演題登録期間 査読期間査読委員割り当て作業

演題登録期間

査読期間

4/1 6/16 7/1 7/15

4/1 6/16

7/15

・演題登録期間中も、査読割当が可能となります。
・査読委員を割当てた時点で、査読期間に関わらずその演題はステータスが「査読中」となり、演題登録者は修正できません。
・「要修正」になった演題は、演題登録期間に関わらず、演題登録者は修正可能となります。

■Ph9.0 2025年3月13日以降

演題提出済／査読前 査読中 採択 不採択 要修正

主催者 修正可 修正可 修正可 修正可 修正不可

演題登録者 修正可（演題登録期間内） 修正不可 修正不可 修正不可 修正可

・査読結果を、「要修正」にすると、演題登録者は修正が可能になります。
・査読結果を、「採択」「不採択」にすると、演題登録者は修正不可になります。（主催者は修正可能です）

査読委員依頼

演題登録期間中に、一部査読が可能になりました。

随時割り当て可能
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基本設定→システム設定

自動送信メールの内容について確認できるリンクを付けました
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決済一覧

決済一覧画面で、クーポンコードの利用状況を把握できるようになりました。

決済確認202x.x.x.csv 最後の列に以下が追加
「クーポンコード」（使用されたクーポンコード文字）
「割引額」（上記割引額） を表示
「備考」
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査読委員未割り当て演題一覧.csv

スピーカー候補者登録フォーマット.csv

CSVフォーマット変更
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未採択演題一覧.csv

「採択結果」が末尾にありましたが、C列に移動しました。（演者めのコメントも入力できるようになりました）

CSVフォーマット変更
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